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確立に関する研究(主任研究者：大野竜三) 平成 17年度総括・分担研究報告書，pp.46-50, 2006 
2. 朝長万左男：原爆被爆者に発症した造血器腫瘍の疫学・分子疫学的研究．原爆症に関する調査研究 共同研究課題

2 原爆被爆者の骨髄・免疫異常の発生に関する分子生物学的研究 長崎班総括研究報告書, 平成 17年年度厚生労
働省委託事業 原爆症調査研究事業報告書，(財)日本公衆衛生協会，pp.46-53, 2006 

3. 朝長万左男，岩永正子：原爆被爆者に発症した骨髄異形成症候群・多発性骨髄腫の疫学研究．原爆症に関する調査
研究 共同研究課題 2 原爆被爆者の骨髄・免疫異境の発生に関する分子生物学的研究分担研究報告書，平成 17
年度厚生労働省委託事業 原爆症調査研究事業報告書，(財)日本公衆衛生協会，pp.68-73, 2006 

4. 宮崎泰司：原爆被爆者に発症した慢性骨髄性白血病の分子生物学的に解析に関する研究．原爆症に関する調査研究 
共同研究課題 2 原爆被爆者の骨髄・免疫異境の発生に関する分子生物学的研究分担報告書，平成 17 年度厚生労
働省委託事業 原爆症調査研究事業報告書，(財)日本公衆衛生協会，pp.74-77, 2006 

5. 小峰光博，金倉 譲，西村純一，木下タロウ，井上徳光，金丸昭久，七島 勉，中熊秀喜，川口辰哉，中尾眞二，
朝長万左男，小島勢二，寺村正尚，二宮治彦，厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業特発性造血障害

に関する調査研究班：発行性夜間ヘモグロビン尿症診療の参照ガイド．臨床血液 47(3): 215-239, 2006 
6. 朝長万左男：難治性悪性リンパ腫に対する分子標的治療薬を用いた薬物療法の研究．厚生労働科学研究費補助金(が
ん臨床研究事業)難治性悪性リンパ腫の治療に関する研究(主任研究者：飛内賢正) 平成 17年度 総括・分担研究報
告書，pp.35-41, 2006  

7. 朝長万左男：MDSの形態診断基準の確立に関する研究．厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事業) 特
発性造血障害に関する調査研究(主任研究者：小澤敬也) 平成 17年度 総括・分担研究報告書，pp.31-35, 2006 

8. 直江知樹，吉田 均，黒川峰夫，宮崎泰司，大西一功，大屋敷一馬，横澤敏也：15-4 成人難治性白血病の分子生
物学的特徴に基づく治療法に関する研究(主任研究者：直江知樹) 平成 17 年度 厚生労働省がん研究助成金による
研究報告集，pp.132-135, 2006 

9. 大津 敦，塚崎邦弘，中西幸浩，西尾和人，小澤壯治，山本精一郎，大野真司：17-19 臨床試験登録患者検体の有
効利用に関する研究(主任研究者：大津 敦) 平成 17 年度 厚生労働省がん研究助成金による研究報告集，
pp.437-441, 2006 

10. 堀田知光，飛内賢正，中田匡信，森島泰雄，木下朝博，上田龍三，山口素子，鈴木孝世，朝長万左男，青儀健二郎，
井上賢一，南 博信，山本尚人，藤原康弘，増田慎三，嘉村敏治，吉川裕之，笠松高弘：17指-1 高感受性悪性腫
瘍に対する標準的治療確立のための多施設共同研究(主任研究者：堀田知光) 平成 17 年度 厚生労働省がん研究助
成金による研究報告集，pp.536-543, 2006 
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社会活動 

氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

朝 長 万 左 男 福祉審議会委員 長崎県 

朝 長 万 左 男 長崎原爆被爆者対策協議会理事 長崎市 

朝 長 万 左 男 長崎平和推進会理事(副理事長) 長崎市 

朝 長 万 左 男 被爆地域(健康診断特例区域)拡大に係る事業検討

会委員 

長崎市 

朝 長 万 左 男 顧問 (財)放射線影響研究所 

朝 長 万 左 男 被爆二世健康影響調査科学委員会委員 (財)放射線影響研究所 

朝 長 万 左 男 セミパラチンスク健康影響調査検討委員会委員 (財)放射線影響協会 

朝 長 万 左 男 原子力安全委員会「健康管理検討委員会」専門委員 内閣府 

朝 長 万 左 男 原子力安全委員会「原子力発電所等周辺防災対策専

門部会緊急時医療検討ワーキンググループ」専門委

員 

内閣府 

朝 長 万 左 男 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

朝 長 万 左 男 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

塚 崎 邦 弘 長崎県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県 

宮 崎 泰 司 移植施設責任者 骨髄移植推進財団 

宮 崎 泰 司 調整医師 骨髄移植推進財団 

宮 崎 泰 司 九州地区代表医師 骨髄移植推進財団 

宮 崎 泰 司 社会保険診療報酬請求書審査委員会審査委員 長崎県 

波 多 智 子 調整医師 骨髄移植推進財団 

福 島 卓 也 調整医師 骨髄移植推進財団 

波 多 智 子 夜間急患センター運営協議会委員 長崎市 

今 西 大 介 調整医師 骨髄移植推進財団 
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外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

朝長万左男 

・教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(がん臨床研究事

業) 

難治性悪性リンパ腫の治療に関する研究 

朝長万左男 

・教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服

研究事業) 

特発性造血障害に関する調査研究 

朝長万左男 

・教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(がん臨床研究事

業) 

成人 T 細胞性白血病(ATL)をモデルとした
ウイルス感染関連がんに対する革新的治療

法の開発 

朝長万左男 

・教授 

国立がんセンター 分担 厚生労働省がん研究助成金 

高感受性悪性腫瘍に対する標準的治療確立

のための多施設共同研究 

塚崎邦弘 

・助教授 

国立がんセンター 分担 厚生労働省がん研究助成金 

血液悪性腫瘍に対する臨床試験登録患者検

体の有効利用システムの確立 

宮崎泰司・講師 国立がんセンター 分担 厚生労働省がん研究助成金 
成人難治性白血病の分子生物学的特徴に基

づく治療法に関する研究 

朝長万左男 

・教授 

(財)公衆衛生協会 分担 原爆症調査研究班研究委託費 

原爆被爆者の骨髄・免疫異常の発生に関する

分子生物学的研究 

宮崎泰司・講師 (財)公衆衛生協会 分担 原爆症調査研究班研究委託費 
共同研究課題：原爆被爆者の骨髄・免疫異常

の発生に関する分子生物学的研究 

朝長万左男 

・教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 

不応性貧血の臨床特性における民族差に関

する日独中国国際比較研究 

朝長万左男 
・教授 

グラクソ・スミスクライン(株) 代表 In vitro試験における成人 T細胞白血病患者
由来の白血病に対する nalarabineの細胞障害
活性の検討 

塚崎邦弘 

・助教授 

ノバルティスファーマ(株) 代表 Primary ATLL 細胞および ATLL 由来細胞株
に対する LBH589の細胞毒性の検討 

塚崎邦弘 
・助教授 

協和発酵工業(株) 代表 成人 T 細胞白血病リンパ腫(ATL)における
微少残存病変(MRD)検査法の臨床応用につ
いての第 2次研究 
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その他 

非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

今西大介・助手 非常勤講師（血液学） 長崎市医師会看護専門学校 

今西大介・助手 非常勤講師（血液学） 九州医療技術専門学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

朝長万左男 
・教授 

放射線分野の協力協定 毎日新聞 2006年 
1月 25日

長崎大学・放医研間の放射線分野の協力

協定 

塚崎邦弘 
・助教授 

ベラルーシ医科大との遠

隔講義 
長崎新聞 
読売新聞 

2006年 
4月 22日

ベラルーシ国立ゴメリ医科大とインタ

ーネット回線を使った遠隔講義につい

て 

朝長万左男 
・教授 

ベラルーシ調印式 NHKもってこ
い長崎 
報道センター
NBC 

2006年 
7月 25日

ベラルーシ大との調印式について 

朝長万左男 
・教授 

ポスト COE  長崎新聞 2006年 
7月 27日

2007年度からのポスト COEへの応募に
ついて記者会見を開いた 

朝長万左男 
・教授 

放射線医療科学国際コン

ソーシアム 
長崎新聞 
毎日新聞 
西日本新聞 
NHKもってこ
い長崎 
報道センター
NBC 

2006年 
7月 26日

2006年 
7月 27日

2006 年 7 月 26、27 日に行われた COE
放射線医療科学国際コンソーシアムで

活動報告を行った 

朝長万左男 
・教授 

原爆医療 報道センター
NBC 

2006年 
8月 2日

原爆医療について(白血病、MDS) 

朝長万左男 
・教授 

被爆者医療 西日本新聞 2006年 
8月 6日

長崎大学原研内科における被爆者医療

について 

朝長万左男 
・教授 

放射線分野の教育研究に

関する協定 
長崎新聞 
毎日新聞 
NHK長崎 

2006月 
11月 11日

長崎大学・放影研の放射線分野の教育研

究に関する協定調印式について 
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